
埼玉県と世界をつなぐ交流の懸け橋
〜多文化共生と国際交流の S A I TA M Aづくり〜

県民生活部 国際課
コバトン さいたまっち



県民生活部の紹介

• 主な業務
１広聴及び広報に関する事項

２県民文化の振興及び国際化の推進に関する事項

３男女共同参画の推進及び青少年の健全育成に関する事項

４スポーツに関する事項

５消費生活、交通安全その他の県民生活の向上に関する事項
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県民生活部長

県民スポーツ文化局長

県民広聴課 広報課 文化振興課
スポーツ
振興課

消費生活課

消費生活支援
センター

県民共生局長

共助社会
づくり課

人権・男女
共同参画課

男女共同参画
推進センター

国際課

パスポート
センター

青少年課
防犯・交通
安全課

組織図
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各課の事務一覧（一部）
県民広聴課

•県の魅力発信

•県民からの意見
受付

•平和資料館の運営

広報課

•広報活動

• HPやSNS運用

•県政広報テレビ、
ラジオ番組、広報
誌作成

文化振興課

•伝統文化の支援

•彩の国さいたま
芸術劇場の管理

スポーツ振興課

•多彩なスポーツの
振興

•アスリート発掘、
育成

•プロチーム等との
連携

•スポーツ施設の
整備

消費生活課

•消費生活相談、
消費者啓発

•事業者指導

共助社会づくり課

• NPO活動の促進

•県民活動総合セン
ターの管理

人権・男女
共同参画課

•男女共同参画

•性的マイノリティ

国際課

•国際交流

•多文化共生

•グローバル人材
育成

青少年課

•非行防止、
いじめ対策

•青少年の健全育成

防犯・交通安全課

•交通安全対策

•防犯のまちづくり
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国際連携担当の業務
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埼玉県5か年計画

○施策32 多文化共生と国際交流の SAITAMAづくり
・子供や若者の留学や国際交流体験を支援し、国際的な視野を身に
付け、国内外で活躍する人材を育成する。共同研究や技術協力など
を通じ海外とのパートナーシップを強化する。

主な取組
■子供や若者に対する海外留学など多様な国際交流体験支援、
外国語教育の充実

■姉妹友好州省などとの国際交流の推進
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国際連携担当①姉妹友好州省との交流事業調整に関すること
埼玉県の姉妹友好州省
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中国・山西省との交流事業
• 山西省副省長が埼玉県を訪問（R6.10月）

• 山西省を訪問（R5.10月）
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中高生対象オンライン留学体験事業

• 目的 中学・高校生を対象に、オンライン国際交流
プログラムを実施し、将来の海外留学や海外での
活躍への意欲を高める。

• 期間 ３日間（R6.8月）
• 内容
①宇宙飛行士の若田光一氏のオンライン講演会
②オーストラリアの大学キャンパスツアー
③オーストラリアの中高生と英語で交流
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国際連携担当②外国人接受
駐日大使の表敬訪問
・駐日ジョージア大使（R5.７月） ・駐日フィンランド大使（R6.5月）
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多文化共生担当の業務
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＜埼玉県の在留外国人数の推移＞

出典︓法務省 出入国在留管理庁「在留外国人統計」などから作成（各年末時点）

埼玉県の在留外国人数について

埼玉県はR5年末に23万人を超え

3１人に１人が外国人に
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＜出身国・地域別割合＞

166の国と地域の人が
暮らしている
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埼玉県多文化共生推進プラン（R4-R8）の視点及び概要
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３ 日本人住民と外国人住民の協働２ 外国人住民の活躍の基盤づくり

高度人材外国人に限らず、すべての
外国人住民の定着・活躍に向けた支援へ

オリ・パラ等イベントを契機とする
多文化理解やおもてなしから

日常の協働へ

① 地域で暮らすための情報提供
② 日本語教育の推進
③ 外国人児童生徒への教育支援
④ 安心・安全な暮らしの確保

① 外国人住民の社会参画支援
② 多文化共生の場づくり
③ 外国人住民が担う地域活性化の

推進

① 多文化共生の理解促進
② 多文化共生の場づくり（再掲）
③ 共に県民の一人として協働する

活動の促進

１ SDGsと一体的に進める多文化共生

基本目標目指す将来像
誰もが主役の多文化共生社会 日本人住民、外国人住民が共に日本一暮らしやすいSAITAMAづくり

基本指標 多文化共生を推進する人材の育成数 ５，０００人（R4〜R8累計）
（埼玉県５か年計画施策３２の指標）

プラン策定の視点

基本施策
外国人が活躍できる地域づくり誰もが暮らしやすい地域づくり

多文化共生の地域づくり

認め合い共に生きる地域づくり



多文化共生を推進する人材の育成

多文化共生ボランティア育成研修 日本語教室ボランティア講座
 「やさしい日本語」を使って身近な外国
人への声掛けや交流などを行うボラン
ティアを育成

 年４回の開催（オンライン含む）

外国人にも分かりやすい
やさしい日本語

多文化共生社会のための
ボランティアの基礎

外国人視点をとりいれた
多文化共生理解

＜研修の内容＞

 人材の発掘とスキルアップ、教室の課題
解決を目的に日本語教育人材向けの研修
を実施

その他
「やさしい日本語」普及サポーター養成講座
「やさしい日本語」出張講座

 初心者向け、経験
者向け、課題別講
座の３つのコース

★研修の詳細やお申し込みは…
「埼玉県 多文化共生ボランティア」で検索

★研修の詳細やお申し込みは…
「埼玉県 日本語教室」で検索
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◆ 対応日時 月〜金曜日 ９時〜１６時
◆ 対応言語 １３言語（英語、スペイン語、中国語、ポルトガル語、韓国・朝鮮語、

タガログ語、タイ語、ベトナム語、インドネシア語、
ネパール語、ロシア語、ウクライナ語、やさしい日本語）

◆ 対応方法 電話、来所、メール
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多言語での相談対応 「外国人総合相談センター埼玉」
• 外国人住民の相談に多言語で対応する相談窓口
• 一般相談（電話）、公共機関窓口の電話通訳、専門家による相談（入管・労働・法律・福祉相談）

専門相談(対面)
• 出入国管理相談:週３日

東京出入国在留管理局と連携
• 雇用・労働相談:月１日

埼玉県社会保険労務士会と連携
• 法律相談:月１日

埼玉弁護士会と連携
• 福祉相談:随時

埼玉県社会福祉士会と連携

R5年度相談実績
5,739件

相談 情報提供

電話通訳

来訪
公共機関（県・市町村）

の窓口

電話
来所
メール

外国人住民



生活情報の多言語化 「外国人の生活ガイド」
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• 外国人住民向けに生活情報や各種行政情報を集め、ガイドブックを作成
• 日本語を含め1１か国語で県ホームページに掲載

◆ 掲載内容
緊急時の対応、日本の生活習慣、住民登録の手続き、

住まい・医療・年金・教育などに関する生活情報、
相談窓口一覧表 など

◆ 対応言語
日本語、英語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語、
ポルトガル語、タガログ語、タイ語、ベトナム語、
インドネシア語（一部）、ネパール語（一部）

こちらからご覧いただけます→

県内市町村の窓口等でも活用



17

外国人住民への生活支援 「高校進学ガイダンス」

• 日本語を母語としない子どもと保護者のために、日本の高校進学や受験制度について多言語で説明・
相談できる進学ガイダンスを開催

◆ 今年度の実施概要
・８月３日（土）に大宮ソニックシティで開催
・今年度から参加者は高校進学などについての動画を
事前に視聴

・当日は参加高校の先生にブースでの相談が可能

◆ Ｒ６年度実績
278人参加

このほか市やNGOが各地域でも実施しています
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外国人住民への生活支援 「多文化共生キーパーソン」
• 行政情報の伝達、地域ルールの周知、行政への要望など、外国人住民と行政の橋渡し役として
多文化共生キーパーソンを委嘱

要望

要望・相談

要望

情報提供

情報提供

情報提供

行政
（県・市町村）

多文化共生キーパーソン
（多文化共生の分野で活躍している

日本人住民・外国人住民）◆ 委嘱者数
２１０人（R6.10.31時点）
うち外国人住民 2８人
※日本語教室ボランティアが多い

◆ 委嘱時期︓年２回(春・秋)
◆ 委嘱期間︓２年(更新可能)
◆ 活動報告︓年２回
◆ 研修開催︓年１回(冬) 行政情報の

周知度アップ

外国人住民



市町村からキーパーソンとしてふさわしい人物の推薦
◆各市町村へ推薦依頼

⇩
県知事から委嘱
◆委嘱書類の作成（委嘱カード、キーパーソン便利帳）
◆保険加入手続き

⇩
キーパーソン活動開始
◆県・市からの情報発信
◆活動報告依頼
◆研修会開催

委嘱カード

多文化共生ボランティアシステム

多文化共生キーパーソン

内容開催年度

外国人とともにつくる“誰ひとり取り残さない災害対応”
〜これからの地域に求められる取組について〜

令和５年度

災害時の外国人支援について令和４年度

多文化共生の現状とこれから〜私達にできること令和３年度

外国人に伝える・伝わる『やさしい日本語』-日常から災害時ま
で-

令和２年度
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